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写真 1 各グループの現況 
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3. 陸軍大谷射撃場 

 
◆場 所 大津市大谷 1 番から 5 番までと大谷 11 番から 13 番まで 

◆現 況 住宅地 乗馬場 

◆遺構の状況 

 大津市大谷にあった歩兵第九連隊の大谷射撃場は、現在そのエリアがほとんどそのまま住宅地に

なっている。戦後米軍撮影の空中写真にある縦の長いエリアがその主要部分で、右に枝分かれした

エリア(現在の大谷 7 番から 10 番)は畑地であったと考えられる。北の標的あたりからはさらに奥に

現在乗馬場の敷地になっている付属地部分があり、やや右斜めに折れるように多数の陸軍の境界標

が周囲を巡っている。大谷 13 番の宅地東側の公園・広場(図 1 下)の周縁にも陸軍の境界標が集中し

て配置され現存している。また乗馬場東の 20ｍ弱の石垣も射撃場時代のものの可能性がある。どち

らも官山の中に新たに陸軍のエリアが食い込むように設定されたため、内務省との境界を明示する

必要があったのだろう。大谷 13 番東の公園・広場も形状から射撃場用地と思われるが距離が短く、

射程の短い射撃用に用意された可能性がある。ただ空中写真では草が茂って射撃場の体を成してい

ないため、かなり早い段階で使用放棄されたと考えられる。 

 現在乗馬場になっている標的北の付属地部分には長等公園から続く道(現東海自然歩道)からの分

岐が今より東寄りにあったようで、東斜面に入口の門柱と思われるヒンジのついたコンクリート柱

(図 2)が二本横倒しにされている(写真 4)。第九連隊からの道と射撃場入口は大谷駅側ではなく、山

側のこちらがメインだったと推定される。 

 一方射撃場主要部の方は、幅 60ｍ長さ 600ｍ程で八割以上が民有地(畑地)であったために明治

9(1876)年に陸軍省によって買収の措置が採られている。ただそれでも大谷は「距離不充分ニテ此余

延伸難相成地勢ニ付」という理由で明治 17(1884)年に皇子山、山上村付近の土地買収が申請され、

別の射撃場が造成された。『歩兵第九聯隊史』(帝国聯隊史刊行會 1918)には明治 21(1888)年 6 月に

「皇子山射撃場開設」とある。大谷の距離の短さはどうやら右の畑地に住民が出入りするため、最

大でも奥の標的から 200ｍ弱程度しか射撃距離が取れなかったことによるものらしい。このためか

明治 24(1891)年に一旦大谷は使用が中断されている。 

 しかし皇子山射撃場にも住民の生活圏に隣接という問題点があったため、大正時代には大谷が再

使用され、大正 14(1925)年の軍縮と第九連隊の京都移駐の際、防衛研究所の資料では「軍備整理ノ

結果、使用ニ便ナル射撃場ニ限リ修築」の方針で「大谷・山上(皇子山)」の修築予定が「大谷」の

みの改修になっている。しかも同経費で「工事ノ程度ヲ向上ス」とされている。これで大谷射撃場

の設備が本格的に整備され、発射場も 100ｍ後退させて射撃の距離を伸ばしたようだ。右に枝分か

れしている民間の畑地へは危険防止のための新道が作られたらしく、空中写真では細い道が通じて

いるのが確認できる。   

 その後昭和になって大津に残っていた連隊の第三大隊の満州派遣の後、大谷は軍の手を離れて「国

防協会」の施設になり、在郷軍人や中学生、大学生の射撃訓練に使われている。戦後連合軍に接収

されたが民間団体に返還後、1960 年代末から宅地開発が進んだ。(水谷) 
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4. 大津海軍航空隊 

 
◆場 所  大津市際川 1 丁目 

◆現 況  陸上自衛隊大津駐屯地 

◆遺構の状況 

 際川集落の東側、際川添いの湖岸に位置した大津海軍航空隊は、現在陸上自衛隊大津駐屯地にな

っている。 

 航空隊の敷地は、かつての際川河口部に位置する。開隊にあたって際川の河道と西近江路を迂回

し、河口部に形成された三角州を利用して建設した。敗戦後は占領軍のキャンプ B 地区となり、昭

和 34 (1959) 年には陸上自衛隊が移駐したため、現在残る大津航空隊時代の遺構は少ない。 

 平成 29(2017)年現在では、水上機格納庫 1 棟、教場(現広報館)1 棟、滑走台 3 基、コンクリート

製施設 2 棟、用途不明コンクリート製基礎 3 基、コンクリート製桟橋 1 基が残る。 

 ①水上機格納庫は、南側の滑走台横に 2 基、北側の滑走台横に 2 基あったが、現在は 1 基のみ残

る。現存する格納庫は鉄骨構造で外壁は後年に改修されている。  

 ②現在広報館として使用される施設は教場であった。外観は新装だが軸組や小屋組は当時のもの

と考えられる。昭和 21(1946)年の空中写真によって確認できる。 

 ③滑走台は、大津航空隊時代に造られた 3 基が残る。駐屯地の南部にある最大の滑走台は立ち入

れなかったので、北部にある 2 基の滑走台の調査を行った。ひとつは現存する格納庫の前にあり、

幅約 30ｍ、水面までの長さ約 20ｍ、傾斜角度 4～5°である。もうひとつは、近年まで残っていた

格納庫の前にあり、幅約 8ｍ、水面までの長さ約 15ｍ、傾斜角度 4～6°である。 

 ④コンクリート製施設は湖岸堤に沿うように 2 棟あり、粗石コンクリートのような小石を多く含

む壁体で、粗雑な型枠を用いて築造されたことが外壁の型枠痕跡から確認できる。1 棟は湖岸側に

開口部が存在するが、もう 1 棟は側面に入口があり、その前に L 字型のコンクリート障壁が残され

ていた。2 棟とも窓の無い部屋で、かつては周辺に遮蔽物が存在しなかったことから、空襲時にお

ける待避施設のようなものと想像する。 

 ⑤コンクリート製桟橋 現在滑走台の北側に残る。昭和 22(1947)年の空中写真で存在が確認でき

る。現在、先端に階段がついているが、空中写真により、かつては階段の先に木造の桟橋があり、

湖に向かって伸びていたことを判読した。 

 ⑥用途不明コンクリート製基礎は円形のものと複数の柱基礎で構成されたものがある。 

円形の基礎は直径約 6ｍで滑走台の横に位置する。敗戦後の大津航空隊を撮影した写真に同様の姿

が存在(『93 式中等練習機 世界の傑作機 No.44』文林堂 1994)することから、当時から存在した施

設と思われる。現在は波による浸食で湖側へ傾斜しているが「世界の傑作機 No.44」や空中写真で

は、水平に設置されていることがわかる。 

柱基礎は 2 箇所残り、湖上へ突出した施設と考えられる。昭和 22 年の空中写真では既に失われ

ているが、桟橋のような施設の柱基礎と考えられる。(神保) 
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③（未調査） 

③

③

①

② 

⑤

④ 

⑥

0 100m

米軍撮影 M275-A7-45 

米軍撮影 M661-1-27 

写真１ 格納庫 

位置図〔大津市統合型 GIS 基盤地図(1/2500)を使用〕 
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 写真２ 広報館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 滑走台 




